
予算要求資料
平成３０年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：企業立地対策費
	事業名　科学技術振興センター修繕工事費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

商工労働部　新産業・エネルギー振興課　成長産業係
　電話番号：058-272-1111（内2935）

E-mail：c11353@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　36,967千円（前年度予算額： 5,500千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	5,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,500

	要求額
	36,967
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	36,967

	決定額
	35,119
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	31,600
	3,519


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　岐阜県科学技術振興センターは開館から１９年が経過し、経年劣化により施設設備等の修繕や備品の更新が必要となってきているが、公の施設として、県民に安心して利用していただくため、適切な維持管理を行っていく必要がある。
（２）事業内容

【直流電源装置（整流器）】
　　　施設が停電した際に、非常用照明等の電源や、復旧時に施設を復電するための電源を供給する設備のうち、蓄電池に適切に充電を行うための装置。構成部品内に取替推奨時期を大幅に超過しているが、供給が終了しているものが多数あるため、装置一式を更新する必要がある。
【マイクシステム改修(電源ユニット等)】

　　　同センタープラザホールのマイクシステム（平成１０年整備）が経年劣化により音の途切れや歪みがあり、早急に機器更新が必要である。
　【吊物照明設備】

　　　多目的ホールのステージ上部に看板や照明を吊り下げ、上下するための設備。老朽化による故障で正常に作動しなくなることがあるため、修繕を行う。
（３）県負担・補助率の考え方

　　全額県負担

指定管理者との協定により、1か所あたり６０万円以上となる施設の修繕については、県が負担することとしている。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	修繕料
	24,291
2,571

10,105
	直流電源装置（整流器）
マイクシステム改修（電源ユニット等）

吊物照明装置

	合計
	36,967
	


	　決定額の考え方　

　過去の類似事業の落札率を勘案し、所要額を計上します。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
科学技術振興センターの修繕については、県有施設中長期保全計画【別紙】に位置づけて、計画的に修繕を実施する。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　岐阜県科学技術振興センターを適切に維持管理し、いつでも安心して利用できる状態に維持する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	施設設備等の修繕を行うものであり、具体的な達成目標を設定できない。



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　直流電源装置（蓄電池）、マイクシステム（チューナー、アンテナ、マイク等）の修繕


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　直流電源装置（蓄電池）、マイクシステム（チューナー、アンテナ、マイク等）が正常に使用可能となった。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	岐阜県科学技術振興センターは開館から１８年が経過し、経年劣化により施設設備等の修繕や備品の更新が必要となってきており、県民に安心して利用していただくため、適切な維持管理を行っていく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
開館から１８年が経過することから、老朽化により修繕を要する施設設備等が増加するものと見込まれ、計画的に修繕等を行っていく必要がある。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　優先度を考慮しながら、計画的に修繕等を行っていく。



